
G

H

・

W
・
ジ

ン
ガ
ー

「経

濟

襲

展

の
…機
構

」
O

胃

、
宅

r

ω
冒
σ⇔
。
コ

..目
げ
①

寓

8
匿

艮

霧

亀

嘗

8

。
琶
一。

⇔
。
<
9
8

琴
。
尾

.

b

£
影

導

冒

菖
く
。

冒

9

巴

b
喝
娼
δ
蓉
げ
M
H
巳

冨
μ

国
8
ぎ

巳

。

閑
。二

。
き

く

o
ピ

H
㌦

Z
9

卜D
堕
b
百
叩

H
㊤
α
鵠
」

麻

田

四

耶
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は

し

が

き

第

二
次

大
職

後
特

に
後

進
國

開
襲

の
問
題

が
や
か
ま

し
く
論

ぜ
ら

れ

ろ
よ
う

に
な

つ
穴
。

そ
れ
は
か

つ
て

の
植

民
地
が
濁

立

し
た
と

い
う
政

治
情

勢

の
鍵

化
ば

か
り
で

な
く
、

世
界
紹
濟

の
安
定

と
襲
展

の
穴

め

に

は
後
進
國

開
螢

が
不
可
欠

で

あ

る
と

の
認
識

に
よ

る
も

の
で
あ

る
。
ま

六

こ

の
問
題

に
、
狭

い
國

土

に
過
大

の
人

ロ
な
養

つ
て
ゆ
く

六

め
に
経

濟
再

建

叉
は
産

業
構
造

の
慶
革

と

い
う
課
題
な

憺

つ
イ、
い
ろ
わ

が
國
経

ヒ
ト

ゴ

ト

濟

に
と

っ
て
、

決

し
て
他

人
事
で

は
あ

り
え

な

い
。
以
下
に

紹
介

す

る

ジ

y
ガ
ー

の
論
丈
は
、

こ

の
問

題

に
關
す

る
現
在

の
段
階

に
お
け

る
理

論
分

析

の

一
典
型
で
あ

る
が
、

わ

れ
わ
れ

は
そ

こ
か
ら
問
題

の
所
在

と

深
刻

さ
と
な
充

分
に
理
解
す

ろ
こ
と
が
で

§
る
で

あ
ろ
う

。
こ

の
論

丈

H

・
W

・
ジ

y
ガ
ー

「
経
濟

獲

展

の
機
構

」

に

既

に
都

留

重

人

教

授

に
よ

つ
て
、

同

本

経

濟

新

聞

「
や

さ

し

い
縄

濟

學

」

昭

和

二
九

年

七

月

+

三
日
ー

+

八

日

に
紹

介

さ

れ

て

い
る

が
、

以

下

で

に

原

交

の
推

論

を
で

き

う
だ

け

忠

實

に
跡

づ
け

る

の
を

目

的

と
す

る

。な

お
、

ジ

y

ガ

ー
は

國

際
蓮

合

事

務

局

に
籍
…な
置

く

學

者

で

、

そ

の

論

文

・臼

冨

望

。・三

ご
註

8

亀

0
9
言
¢

ぴ
。耳

①
g

H
N】<
。・。臨
昌
げq

9。
巳

属
o
霞
○
≦
冒
げq

6
0
=
艮
二
〇
の
、譜

》
巨
①
二
〇
讐

国
8

昌
o
目
凶6

冗
①
二
〇
き

憎
掌。
隠

塁

9・
昌
山

娼
h(δ
①
①象
旨
αq
g・層
嵐
超

這

軌
O
.

は

「
世
界

脛
濟

一
(
世
界

纏

濟

調

査

會

襲

行

)

昭

和

二

五

年

一

一
月

號

に
繹

出

さ

れ

て

い

る

。

579
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商

學

討

究

第
五
巻

第
四
號

一

後
進
國
開
襲

に
内
在
す

る
若
干

の
重
要
問
題
を
考
察
す

る
た
め

に

一
つ
の
仮
想
的
後
進
國
を
考

え
て
そ

の
典

型
的

経
濟
構
造

を
示

す
模
型
圖
式
を
作

る
。
そ

れ
は
次

の
よ
う
で

あ

る

と

想

定

し

よ

う
。
先

づ
総
人

ロ
を

一
、
○
○

○
人

、
そ

の
七
〇
%
(
七
〇
〇
人
)
が

農
業
部
門

に
、
三
〇
%
(
三
〇

〇
人
)
が
非
農
業
部
門

に
從
事
す

る
。

次

に
総
國
民

所
得
を

一
〇
〇

、
○
○
○
ド

ル
、
そ
の
四
〇
%
(
四
〇

、

O
O
O

ド
ル
)
が
農
業
部
門

で
、
六
〇

%
(
六
〇

、
○
○
○

ド

ル
)

が
非
農
業
部
門

で
稜
生
す

る
も

の
と
す

る
。
從

つ
て
農
業
所
得
は

一
入
當
り

奉
均

五
七
ド

ル
、

非
農
業
所
得
は

一
入
當
り
準
均

二
〇

〇

ド

ル
で
、
輕
濟
全
膿

と

し

て
の

一
人
…當
り
奉
均
所
得
は

一
〇

〇

ド

ル
で
あ

る
。
こ

の
数
字

は
軍
純

で
は
あ

る
が
必
す

し
も
非

現
實

的

で
は
な

い
。
統
計
資

料

に
よ
れ
ば
、
後
進
國

で
は
人

ロ

の
六
〇

%
1
八
〇
%
が
農
業

に
属

し
、

一
人
當
り
農
業
所
得

が
李
均
國

民

所
得

の
五
五
%
ー
六
〇
%
.と
い
う
数
字

が
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

さ
て
後
進
國

の
経
濟
獲
展
は
非
農
業
部
門

の
相
劉
的
据
張
を
意

味
す

る
。
農
業
人

口
…封
非
農
業
人

ロ
の
比
率

が
、
後
進
國

の
七
〇

/

三
〇

に
劉
し
、
先
進
國

で
は

二
〇
/

八
〇
が

一
般

的

で

あ

る

こ
と
か
ら

、
こ
の
二
〇
/

八
〇

の
實

現
を
も

つ
て
経
濟
稜

展

の
完

了

と
考

え
よ
う
。
ま
た
、
獲
展

の
全
期
間
を
通
じ

て
、農
業
人

口
の

絶
蜀
数

は
不
攣

で
あ
り
、
入

口
自
然
増
加
率

を

一
・
二
五
%
、

こ

の
人

口
増
加
分
が
非
農
業

部
門

に
集
中
す

る
こ
と

に
よ
つ
て
非
農

業

部
門

の
握
張

が
行

わ
れ

る
も

の
と
し
よ
う
。
そ
う
す
れ
ば
以
上

の
模

型
で
七
〇
/

三
〇

が
二
〇
/

八
〇

に
到
達
す

る

に

一
〇

八

年
か

玉
る
こ
と

に
な

る
。
農
業
人

口
不
攣

の
仮
定
は

、
イ
ギ

リ

ス
・

ス
ェ
ー
デ

ン
・
ロ
シ
ア
・
日
本

の
経
濟
稜
展

で
み
ら
れ

る
庭

で
あ

つ

て
、
無
理
な
仮
定
と

は
い
え
な

い
。
一
〇
八
年

と
い
う
所
要
期
間

は

確

か
に
短
か
す
ぎ

る
観

が
あ

る
が
、
そ

の
鮎
は
人

口
増
加

の

一
部

が
農
業

に
流
入
す

る
と
考

え
る

と
と

に
よ
レ
、
所
要

時
間
を
延
す

こ
と
が

で
き
る
。
ま
た

一
・
二
五
%

の
人

ロ
増
加
率

は
後
進
國

全

膣

に
つ
い
て
の
實
際
値

で
あ
る
。
後
進
國

の
人

口
増
加
奉
は
非
常

に
高

い
と

い
う

一
般
的
印
象
を
裏
付
け
る
明
確
な
誼
擦

は
な

い
。

以
上

の
模

型

で

は

初

年

度

の
人

ロ
増
大
は

一
二

。
五
人

で
あ

り

、
そ
れ
が
非
農
業
人

口
の
三
〇
〇
入

に
附
加

え
ら
れ
、
農
業
人

口
は
七
〇
〇
人

に
止
ま

る
わ
け

で
あ
る
。

次

に
こ
の
人

口
増
加
分

の

一
二

・
五
入
を
、
非
農
業
入

口

の
自
然
増
加

三

・
七
五
人

と
農

業
人

口

の
自
然
増

加

で
非
農
業
部
門

へ
移
動

し
た
八

.
七

五
入

の

二

つ
に
分

け
て
、
前
者

の
三

・
七

五
人

に
使

わ

せ

る
資

本

設

備

は
、
今

ま
で
こ
の
國

に
あ
つ
た
設
備
と
同
じ
程
度

の
生
産
能
率
を

も
つ
も

の
で
足
り

る
が
、
後
者

の
八

・
七

五
人

に
つ
い
て
は
、
進
歩

し
た
技

術
を
取
り
入
れ
た
高
能
率

の
設
備

o
越

詳
箪

伽
㊦
①
娼
Φ
昌
冒
σQ

o
娼
鼠
娼
目
o
暮

を
使
わ
せ

る
こ
と
に
し
よ
う
。
す

る
と
こ

の
後

進

580
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「

1模 型 圖 式

H

・
W

・
ジ

y
ガ

ー

「
経
濟

嚢
展

の
機
縫
…」

人 口1,000人 一 ・総 國 民 所 得$100,000(一 人當 り$100)

農 業 部 門 … ダ
ド〆'

//
700人(一 人當 り$57)=$40,000

70%

/
十8.75人

一8 .75人

/一 ＼

'
＼ 非 農業 部 門

＼ _　
300人(・ 一一■人 當 り$200)=$60,000

人 口自然増加12.5人=1.25%

_//、 ＼
一.,'r'

//

→・移 動(コ 〔業 イヒ)

＼
＼
＼h 一

→

30%

＼ 一＼

十3.75人

十8.75入

0入 十12.5人

A.

B.

開 獲 計 書

工 業 化(資 本係数6:1,生 産性16%)

コス ト(移動勢働者一人當り$4,000移動 人 ロー人當vJ$1,600)成 果 総生醒 囎 大

8.75入=$14,000$2,333

農i業 投 資(資 本係数4:1,生 産性25%)

コ ス ト$4,800 成果 農業生産量3%の 増大

$1,200

(.非 農 業=部 門3.75人 に 劉 す る 投 資(資 本 係 敷4:1)

コ ス ト ー人當 り$800成 果$750

$3,000

荊慰 コ ス ト(A十B十C)

$21,800

貯 蓄 自然 檜 加$6,000

不 足 額$15,800

↓

(1弄%の 増加i率で増大)

外 資 依 存 期 間

13年(ケ ー ス1)

50年(ケ ー ス 虹)

。。(ケ ー ス 皿)

総 成 果

$4,283ヨ リ人 ロ壇 加扶 養分

($100×12.5人)差 引 き
$3,033の 國 民所得増 大

所 得 増 加 分 の 虞 分
1

J貯

蓄

$1♪500(50%)

$600(20%)

$180(6%)

浩 費

$1,500

$2,400

$2β20

581
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商

學

討

究

第
五
巻

第
四
號

國

は
、
差
當

つ
て
次
の
三

つ
の
仕
事

に
當

面
す

る
こ
と

に
な

る
。

㈹

農
業
部
門
か

ら
非
農
業
部
門

へ
移
動

す

る
八

・
七
五
入

に

進
歩

し
た
資
本
設
備

を
提
供

し
て
、
彼
等
を
ぱ
開
焚

の
先
導
隊

と
す

る
仕
事
。
非
農

業
部
門

に
は
商
業

や
金
融

そ

の
他
が
含
ま

れ
る
が

、
簡
翠

に
こ

の
移
動

を

「
工
業
化

」
と
総
稻

し
よ
う
。

㈲

不
攣

の
農
業
人

口
に
か

㌧
わ
ら
す

、
農
業

生
産
を
増
大
せ

ね
ば
な
ら
な

い
。
こ
れ
は
農
農

業
部
門

の
人

口
増
大
を
養

う
た

め
ば

か
り

で
な
く
、
開

獲
計
書

の

一
環

と
し

て

の
消
費

の
増
大

の
た

め

に
も
必
要

で
あ

る
。

同

非
農
業
部
門
の
人

口
自

然
増
大
分

(
三

・
七
五
人

)
に
從

來
と
同

程
度

の
資
本
設
備

を
提
供
す

る

こ
と
。

以
下

こ
の
三
黙
を
順

次

に
吟
味
し

て
ゆ

こ
う
。

㈹

「
工
業
化

」
の
た

め

の
必
要
資
本
額

は
ど

の
位

で
あ
ろ
う

か
。
勿
論
、
開
獲
計
書

に
占

め
る
公
釜
事
業

(
水
道

・
電

力
等

)

や
重

工
業

の
割
合
や
.
要
求
さ
れ
る

技

術

水

準

が

高

く
な

る
ほ

ど

、
必
要
資
本
額

は
増
大
す

る
わ
け

で
あ

る
。
か

っ
て
こ
れ
が
移

動
人

口

一
人

當
り

一
、

○
○
○

ド

ル
、
移

動

陣労
働

者

一
人

當
り

二

五
〇

〇
ド

ル
と
い
わ
れ
た

が
、

こ
の
模

型
で
は
こ
れ
よ
り
幾

分
高
く
見
積

ろ
う
。
と

い
う

の
は
、
物

償

の
上
昇

も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、

一
入
當
り
國
民

所
得

　
O
O
ド

ル
の
水
準

に
あ
る
砒
會

の

長
期
開
獲
計
書

で
は
資
本
集
約
的
基
礎
産
業

の
占

め
る
比
重
が
大

と
な

る
と
考

え
ら
れ

る
か
ら

で
あ
る
。
ま
た
後
進
國

は
多
く

の
技

術

・
資

本

財

を

先

進

國

か
ら
輸

入
す

る
で
あ
ろ
う
が
、

そ

の
技

術

・
資
本
財

が
そ

の
ま

」
で
後
進
國

に
お

い
て
も
先
進
國

に
お
け

る
と
同
じ
有
利

さ
で
利
用

し
う
る
と

い
う
わ
け

に
は
い
か
な

い
で

あ
ろ
う
。
從

っ
て
後
進
國

の
技
術
に
劉
す
る
必
要
資
本

額
は
先
進

國

に
く
ら

べ
て
割
高

と
な

る
。

し
か
し
そ

の
反
面
も

し
後
進
國

に

適
當
な
勢
働
集
約

的
技
術
が
あ
る
な

ら
ば
、
そ
れ

に
鷹

じ

て
必
要

資
本

額
は
輕
減

さ
れ
る
。

こ
の
模

型
で
は
、

一
方

に
道
路

・
電
力

等

の
資
本

集
約
的
施
設

と
共

に
他
方

に
高
度

の
技
術
を
必
要
と
し

な

い
輕

工
業

に
重
黙
を
お
く

こ
と

に
し

て
、
必
要
資
本
額

を
移
動

人

n

一
人
當

り

一
、
六
〇
〇

ド

ル
、
移
動

帥労
働

一
人
當
り

四
、
○
○

○

ド

ル
と
押

え
よ
う
、
八

・
七

五
人

の
移
動
人

口
で
あ
る
か
ら
、

必
要
資
本
額

は

一
四

、
○
○
○
ド

ル
と
な
る
わ
け
で
あ

る
。

次

に
こ
の
工
業

化

の
た

め
の
投
資

か
ら
ど
れ
だ
け

の
成
果

が
期

待

で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
黒

で
近
代
理
論

で

一
般

に
使
用

さ

れ

て
い
る

「
資
本

の
限

界
生
産
性

」
と

い
う
概
念

は
飴

り
有

用
で

な

い
。
こ

の
概
念
は
特
定
資
本

の

「
限
界
的
」
増
加
分

の
生
産
敷

果
を

「
他

の
條
件

に
等
し

い
」
と

い
う
仮
定

の
下

で
考
え

る
も

の

で
あ

る
が
、
恐

ら
く
後
進
國

の
基

礎

的

資

本

設
備

(
例

え
ば
鐵

道

・
電

力
等

)
は
既

に
過
重
負
澹

に
な

つ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
、

582
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基

礎

設

備

そ

の

も

の

玉
授

張

な

し

で
新

た
な

附
加
的
資

本

投

資
を
行
う

こ
と
は
、

一
般
的

に
困
難
と
思

わ
れ

る
か
ら

で
あ
る
。

從

つ
て
後
進
國

に
と

つ
て
は

「
特
定

の
生
産
的
資
本
投
資

」
プ

ラ

ス

「
そ

の
補
助
的
資
本

投
資

」
プ

ラ
ス

「
そ

れ

ら

新

投

資

と

共

に
必
要
と
さ
れ

る

基

礎

産

業

に
樹

す

る
投

資

」
め

総

合

的

包

o
o
B
覧
暮
①
娼
き

犀
餌
σQ
o
の
生
産
性
と

い
う
概

念

が
適
當

で
あ
る
。

議
賄雛

難

馨

難

噸蝶

の繧
護

る
。

そ

の
逆
数
酬
/

窟
が
資
本

係
数
で
あ

る
。
こ
こ
で
は

こ

の
資

本

係
数
を
%

帥

ち
生
産
性

を

=
ハ
%
と
押

え

よ

う

。
そ

う

す

る

と
初
年
度

の

一
四

、
O
O
O
ド

ル
の
投
資

ほ
二
、
三
三

三
ド

ル
の

年
純
所
得

の
塘
加

の
成

果
を
あ
げ

る
わ
け

で
あ
る
。

㈲

農
業

部
門

に
つ
い
て
は
、
勢

働
人

口
は
不
攣

で
あ

る
が
総

人

ロ
は
年

】
・
二
五
%

の
率

で
増
加
す

る
の
行
あ

る
か
ら

、
食
糧

供
給
を
確
保
す

る
た

め
に
農
業

生
産
性
(
一
人
當
り
生
産
量
)
は
、

少
く
と
も
年

一
。
工
五
%

の
率

で
増
加

し
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。

し
か
し
そ
れ
は
必
要
最
低
限

で
あ
つ

て
、
實
際

に
は
よ
り
大
き
な

農
業
生
産
性
増
加
率

が
要
求
さ
れ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
非
農

業
部
門

の
食
糧
供
給

の
た
め
に
必
要
な
食
糧

輸
途
量

は
年
四
%

の
増

大
と

な

る
。
他
面
農

民

は
通
常

彼
等

の
食
糧
生
濠

の
増
加
分

の
全
部
を

市
場

に
供
給

し
よ
う
と
は
せ
す

し

て
、
そ

の

一
部
を
自

已

の
消
費

H

・
W

・
ジ

y
ガ
ー

h
経
濟
襲
展

の
機
構

」

増
大

に
割

く

で
あ
ろ
う
σ
農

民

の
供
給
曲
線
は
後
進
國

で
は
極

め

て
非
蝉
力
的

で
あ

る
。
從

つ
て
非
農
業

部
門
向

ヶ
食
糧

輸
逡
増

加

必
要
率

四
%
を
確
保
す
る
た

め

に
は
、
農
業

生
産

性

の

一

・
二
五

%
以
上

の
増

加
率

を
必
要
と
す

る
。
他
面
非
農
業
部
門

へ
の
艸労
働

移
動

を
刺
戟
す

る
た

め
に
、
非
農
業
部
門

の
溝
費
水

準
も
若

干
引

上
げ

る

こ
と
も
必
要

で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で

一
人
當
り
溝
費
水
準
を

年

…
%
引
上
げ
も

の
と
し
、
か

っ
農

民
は
食
糧
生
産
増
加
分

の
牛

分
を
非
農
業
部
門
向
け
食
糧
供
給

増
加

に
割
く
も

の
と
す
れ
ば
、

農
業

生
産
性

の
増
大
率

は
少
く
と
も

三
%

で
な

け
れ

ば
な

ら
ぬ
。

ノサメの

こ
の
模

型

の
農
業

生
産
量

は
四
〇

、
O
O

O
ド

ル
で
あ
る
か
ら
、

一
、

二
〇
〇
ド

ル
の
増
産

が
必
要
と
な
る
。

で
は

こ
の
年
三
%

の
農

業
生
産
増
加

の
た

め
ど
れ
程

の
資
本

が

必
要
と
な

る
か
。
そ
れ
は
農

業

技

術

改

善

の
飴
地

の
多
少

に
よ

つ

て
異

る

で

あ

ろ

う
。

國

連

開

襲

報

告

(
鷺
Φ
器
霞

$

h
o
目

穿
o

国
8

β
o
日
一。

d
Φ
<
o
ご
b
冒
μ①
馨

o
ぬ
d
昌
魯

苧
U
o
<
9
ε

巴

0
8

暮

ユ
①
。。
・d
三
8
餌
属
茗

禽
像

9
客

r

旨
笹
楓
お
摯

●
や

司
e

で
は
農

業
投
資

は

二
五
%

の
成
果

を
學
げ

う
る

(農

業

の
資
本
係

数

が
舅力
)
と
推
定

し

て
い
る
が
、
こ
れ
を
そ

の
ま

玉
利
用

す
れ
ば

一
、
二
〇
〇
ド

ル
の
農
業

塘
産

の
必
要
資
本

額

は
四
、
八
〇
〇

ド

ル
と
な

る
。

勧

非
農
業
部
門

の
人

口
の
自
然
増
加
分

に
使

わ
せ
る
資
本
設

583
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備

に
關
し

て
は
、
從
來
そ

こ
で
使
わ
れ

て
い
た
と
同

じ
程
度

の
技

術
水
準

の
設
備

で
よ
い
も

の
と
仮
定

し
た
。

こ
れ
は
非
農
業

部
門

D
人

口
自
然
増
加
分
で
あ

る
三

・
七
五
人

は
、

そ
れ

ぞ
れ
年

一
人

當

り
二
〇
〇
ド

ル
を
生

産
す

る
に
足

る
資
本

設
備
を
供
給

さ
れ
れ

ば

よ

い
こ
と

を
意

味
す

る
。

い
ま
非
農
業
部
門

の
現
在

の
資
本
係

数

を
好μ

(
年

二
五
%
の
生
産
性
訂
/

"
)
と
す

る
。
恐

ら
く

こ
の

値

は
後
進
諸
國

の
統
計
資

料
か
ら

之
ら

れ
る
値

と
あ
ま
り
相
違

し

な

い
で
あ
ろ
う
。

三

・
七

五
人

の
各

々

に

つ
き
八
〇
〇

ド

ル
の

投
資

、
帥

ち
三
、
○
○
○
ド

ル
の
資
本

が
必
要

で
あ
り
、
そ

の
結

果

七
五
〇

ド
ル

の
純
所

得

の
増
加
が
見
込

ま
れ

る
こ
と

に
な

る
。

=

 

次

に
こ
の
模
型
的
開
獲
計
豊
が
ど

の
程
度

の
實

現
可
能

性
を
も

つ
か
を
考
え
よ
う
。
必

要
資

本

の
総

額

は
二

一
、

八
〇
〇

ド

ル

(
工
業

化
投
資

一
四
、
○
○

○
ド

ル
、
農
業
投
費
四

、
八
〇
〇

ド

ル
、
餅
脚存
非
農
纏業

部
門
投
資

～二
、
○
○

○
ド

ル
)
{即
ち
國
民
所
得

の
二
二
%

で
あ
る
。
こ
れ

に
封
し

て
そ

の
投
資
成
果
は
四
、
二
八

三
ド

ル
帥

ち
國
民
所
得

の
四

・
三
%

の
増
大

で
あ

る
。
人

ロ
増
加

率

一
・
二
五
%
を

差
引

い
て
、

一
人
當
り
國
民
所
得

増
加
率

三
%

と
な
る
。

と

こ
ろ
で
、
國
民
所
得

の
二
二
%

に
達

す

る
投
資
は

ど

の
よ
う
に
賄

わ
れ
る
か
。
自
由
貯
蓄
だ
け

で
は

明
ら
か

に
不
足

で
あ

る
。
開

獲

に
俘

ひ
や
す

い
輕
慶

の
イ

ン
フ
レ
ー

シ
ヨ
ン
に
よ

る
強
制
貯
蓄

を
考
慮

し
た

と
し

て
も
、
充

分
と
は
思

わ
れ
な

い
。

い
ま

一
入
當

り
國
民

所
得

】
○
○
ド

ル
の
水
準

に
お

い
℃
六
%

の

純
貯
蓄

が
行

わ
れ
る
も

の
と
仮
定
す

れ
ば
、
必
要
資
本
額
二

一
、

八
〇
〇

ド

ル
の
内
六
、
○
O
O
ド

ル
が
國

内

で

調

達

さ

れ

る
だ

け
で
あ

つ
て
、
残
額

一
五
、

八
〇
〇

ド

ル
が
不
足
す

る
。
ど
う
し

た
ら

よ

い
か
。

そ
れ

に
は
四

つ
の
可
能

性
が
考

え
ら
れ

る
。

田

資
本
係
数
を
引
下
げ

て
開
襲
計
書

の

ゴ
ス
ト
を
切
下
げ

る

方
法

。
こ
れ

に
は
螢
働
集
約
的
投

資

形

態

を

探

用

せ
ね
ば
な

ら
ぬ
。

図

初
年
度

九
四
ド

ル
の

一
人
當
り
沿
…費
水
準
を
引

下
げ

て
純

貯
蓄

の
増
加
を
計

る
方
法

。
ゼ
鑑
サ

図

人

口
増
加
率

の
引
下
げ
。
入

口
増
加
率

の
減
少

は
、
食
糧

増
産

の
た

め

の
農
業
投
資

を
輕
減
す

る
ぼ
か
り

で
な
く
、

「
工

業
化

」
投
資
及
び
既
存
非
農
業
部
門
投
資
を

も
輕

減
す

る
。

四

外
資
導

入

に
よ

る
必
要
資
本
不
足
分

の
補

充
。

こ
の
う
ち
前

三
者

に
つ
い

て
は
、
・次
節

の
ド

ー

マ
ー

・
ハ
ロ
ツ

ド
的
動
態

方
程
式

で

一
般
的

に
取
扱

う
こ
と

に
し

て
、

こ
こ

で
は

第

四
の
外
資
導

入

の
ケ
ー

ス
に
お
け
る
問
題

を
、
模
型
圖
式

の
数

字
例

に
ょ

つ
て
考

え
よ
う
。

初
年
度

に

一
五
、

八
〇
〇
ド

ル
が
導
入

さ
れ
、
以
降

こ
の
外
資

584
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導
入
額

が

一
。
二
五
%

の
比
率

で
増
加
す

る
も
の
と
す
れ

ば
、
次

の
よ
う
な

…
連

の
問
題

が
生
す

る
。

必
要
資
本
額

を
國
内
貯
蓄

で

賄

い
う
る
よ
う

に
な
る
た

め
に
、
ど
れ

程

の
期
間
外
資
導

入
を
機

績

せ
ね
ば
な
ら
な

い
か
。
そ

の
結
果
劉

外
借
入
総
額

は
ど

の
位

に

な

る
か
。
借

入
國
は
利

子
支
彿
及
元
本
償
還

の
た

め

に
ど
れ
程

の

出
超

を
確
保

せ
ね
ば
な

ら
な
く
な

る
か
。

こ
れ
ら

の
問
題

に
封

す
る
解
答
は
、
開
嚢

の
結
果
生
す

る
國
民

所
得
増
加
分
が
ど

の
様

に
虜

分
さ
れ

る
か

に
よ
つ
て
相
違
す

る
。

先

づ
こ
の
國

の
拳
均
貯
蓄
率
S
/

Y
は
國
民
所
得

の
六
%

と
し
よ

う
。
次

に
極
端
な
場
合
を
考

え
て
、
國
民
所
得
増
加
分

の
全
額
が

浩
費

さ
れ

る
も

の
と
し
よ
う
。
す
る
と
國
内
貯
蓄
は
年

六
、
○
O

O
ド

ル
で
あ
る
け
れ
ど
も

、
必
要
資
本
額

は
人

口
増
加

と
共

に
増

大
す

る
か
ら

.
資
本
不
足
分
も
増
大

し

て
、
外
資
導

入
期
間

は
無

限

大
と
な
る
。
模
型
圖
式

で
は
、
所
得
増
加
分

の
虎
分

に
つ
い
て

限
界
貯
蓄
甕

/
酬
を
五
〇
%

・
二
〇
%

ニ
ハ
%
の
三
つ
の
午

ス
を

考

え

て

み
た
。
開

爽

計

書

が
外

資

導

入

を

必
要

と
し

な

い
で

自

立

し
う

る
た

め

に
は

、
ケ

ー

ス
ー

で
は
十

三
年

、
ケ

ー

ス
亜

で
は

五
〇

年

を

要

し

、

ケ

ー

ス
皿

で
は
永
久

に
外

資

に
頼

ら

ざ

る
を

之

な

い
こ
と

が
計

算

さ
れ

る
。

ケ
ー

ス
皿

で
そ

の
よ
う

な
結

果

と
な

る

の
は
、
必

嬰
資
本

額

の
逐

年

の
増

加
額

(
初

年

度

で
は

一
九

七

ド

ル
ー

窃
目
罫

Q◎
O
O
×
目
呼
欲

)

の
方

が
貯

蓄

の
檜

加

額

(
初

年
度

で
は

H

・
W

・
ジ

ン
ガ
ー

「
輕
濟

襲
展

の
機
糧
…
」

一
八
〇

ド

ル
ー

齢
◎Q
る
Qo
Qウ
×
⑦
駅

)
よ
り
大

で
あ
る
か
ら

で
あ
る
。

ま
た
限
界
貯
蓄
率

の
牛
減

(
五
〇
%
↓

二
〇
%
)

が
外
資
導
入
期

間
を
二
倍

で
な
く

四
倍

に
延
長
す

る
黙
も
注
目

に
償
す
る
。
初

め

の
愉
安

は
將
來

の
苦
痛
を
増
加

す
る
。

か
く

て
開

獲
計
豊

に
限
界

貯
蓄
率

が
重
嬰
な
職
略
的
役
割
を
果
す

こ
と
が
理
解

で
き

る
。

お

そ
ら
く
多
数

の
先
進

國

の
實
際

の
所

得
水
準

で
は
、

多
額

の
貯
蓄

を
期
待

し
え
な

い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
貯
蓄
増
加

の
希
望

は
開
嚢

の

成
果
た
る
所
得
増
大
分

の
大

き
な
割
合

が
貯
蓄

に
向

け
ら
れ
る

こ

と
に
懸

け
ら
れ

ね
ば
な

い
ま

い
。
從

つ
て
こ
φ

限
界
貯
蓄
率

の
高

い
産
業

に
優
先
灌

が
與

え
ら
れ
る
必
婁

が
あ

る
。

さ

て
、
限

界
貯
蓄
率
五
〇
%

の
場
合

に
は
、
十

三
年
間

に
わ
た

る
外
資
導

入
総
額

は
約

一
〇
〇

、
○
○
○
ド

ル
に
な

る
。

こ
の
債

務
に
樹
す

る
李
均
利

率

八
%

と
す
れ
ば
、
十
四
年
目
以
降

の
年
利

子
支
梯
額

ρ
元
本
償
還

を
行
わ
ぬ
も

の
と
し

て
)
八

、
○
○
○

ド

ル
は
、
十
四

年
目

の
國
民

所
得

の
約

五
%

に
當

る
。
ま
た
そ
れ
よ

り
三
〇
年
後

の
國
民
所

得

の
三
%
に
相
當

す
る
。
通
常

後
進

國
は

國

民
所
得

の
二
〇
%

程
度
を
輸
出

し

て
い
る
の
だ
か
ら

、

そ
れ
を

更

に
五
%
増
大
さ
せ
る
こ
と
は
鯨

り
困
難

と
は
考

え
ら

れ
な

い
。

も
ち
ろ
ん
元
本

の
割
賦
償
還

を
行
う
と
す

れ
ば

、

こ
の
輸
出
超

過

造

出

の
負
憺

は
重
く
な
る
わ
け
だ
が
、
そ

の
反
面

元
本
償
還

の
進

行

と
共

に
利
子
支
佛

は
減
少
す

る
か
ら
、
負
携

は
そ
れ

だ
け
輕
減

585
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さ
れ

る
わ
け

で
あ
る
。
だ
か
ら
外
贅

の
將

來

に
お

け

る
負
旛

ば
必

す

し
も
過
重

と
は

い
え
な

い
か
も
し
れ
ぬ
。

し
か
し

こ
れ
は
限

界

貯
蓄
率

五
〇

・%
と

い
う
高

率

の
場

合

で
あ

る
。
こ
れ
が
二
〇
%

(
ケ

ー

ス
皿

Ψ
な
ら

ば
ど
う

で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
場

合

に
は
、
外

資

導
入
総

額

は
約
四
〇
〇

、
○

○
○
ド

ル
で
、
年
利

子
支
佛
額
は

外
資

依
存

を
睨
却

し
て
か

ら
五
〇
年
後

の
國
民
所
得

の
八
%
以
上

と

い
う
計
算

に
な

る
。
從

っ
て
こ
の
場

撞
の
開
稜

計
豊

に
は
相
當

程
度

の
輸
出
∵産
業

の
揚
張

が
見
込

ま
れ

て

い
な
け
れ
ば
、
將
來

に

お

い

て
國

際

牧

支

の
困

難

に
直
面
す

る
こ
と
に
な

ろ
う
。
限
界

貯
蓄
率
六

%

(
ケ
ー

ス
題

」
で
は
自

疏
的

開

獲

は

不
可
能

で
あ

る
。

順昌

前

節

で
後

廻

し

に

し
た

三

つ

の
可

能

性

を
考

え
よ

う
。

の
問

題

は

次

の
方

程
式

に
よ

つ

て
包

括

、び
れ

る
。

U

n

。。
娼

-

目

こ
の
際

D

11
経
濟
嚢
展
率

ρ
一
人

當
り
國
民
所
得

の
塘
加
率

)

ソ

s
11
純
貯

蓄
率
ヲ

P
"
絡
合

的
包

と
し

て

の
資
本
投
資

一
軍
位

の
生
産
性
8
/

品

(
資
本
係
数

の
逆
数
)

r
H
人

口
増
加
率

こ

の
方

程
式
は
次

の
四
つ
の
問
題

に
解
答
を
與

え

て
く
れ
る
。

(1}(2}(3}(4}

貯
蓄
率

、
資
本

の
生
産
性
、
人

口
檜
加
率

が
與

え
ら
れ

る

場

合

、
獲
展
率
は
ど
う
な

る
か
。

資
本

の
生
産

性
及
び
人

口
増
加
傘

が
與

え
ら
れ
た
場

合
、

一
定

の
経
濟
嚢
展
率

の
目
標
を
達
成
す

る

に
必
要
な
純
貯

蓄
貯

は
ど
れ
程
か
。

純
貯
蓄
率
及
び
生
産
性
が
與

乏
ら
れ
た
場

合
、

一
定

の
目

標
稜

展
率

を
達
成
す

る

に
必

要
な
人

口
増
加
牽

は
ど
れ
程

か
。

純

貯
蓄
率
及
び
人

口
増
加
率

が
與

え
ら
れ
た
場

合
、

一
定

の
目
標
焚
展
率
を
達

威
す

る

に
必
要
な
資
本

の
生
産
性

は

ど
れ
程
か
。

方

程
式

の
各

項

に
次

の
数

値

を
あ

て
は

め

て
み

よ
う

。
D

1ー

二

%

、

s
11
六

%
、

r
月

一

・
二

五
%

、

p
11

二
〇
%

(
資

本

係

数

駈

)
。

ω

の
問

に
封

す

る
解

答

。

貯
蓄

率

六

%
、
資

本

の
生

産

性

二
Q

%

、
入

口
増

加
率

一
・
こ
五
%

の
場

合

、
経

潴
獲

展

は

不
能

。

ζ

の
数
値

は

大
髄

實

際
仙

に
近

い
と
考

え

ら
れ

る
か

ら

、
右

の
方

程

式

は

多
く

の
後

進

國

の
低

所

得

次
準

に
お
け

る
停

滞

性

を

充

分
読
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明
す
る
と

い
つ
て
よ

い
。

囲

の
問

に
封
す

る
解
答

。
資
本

㊨
生
産
性

二
〇
%
、
人

口
檜
加

率

一
、
二
五
.%
で
目
標
焚

展
率

二
%
を
達
成
す

る
た

め
に
は
、
貯

蓄
率

は

一
六

・
二
五
%

で
な

け
れ
ば
な
ら
な

い

。
こ
の
貯
蓄
率

は

後
進
國

の
實
際
値

の
約

三
倍

で
あ
る
。

図

の
問

に
封
す

る
解

答
。
貯
蓄
率

六
%

、
資
本

の
生
産
二
〇
%

で
目
標
稜
展
率

二
.%
を
達
成

す

る
こ
と
は

、
人

口
増
加
率
が

マ
イ

ナ

ス
で
な
け
れ
ぼ
な

ら
ぬ
。
人

口
が
完
全

に
不
攣

で
あ
る
と
し

て

も
、
稜
展
率

は

一
・
二
%

に
止
ま
る
。

四

の
問

に
樹
す

る
解
答

。
貯
蓄
率

六
%
、
人

ロ
増
加
率

一
・
二

五
%

で
目
標
嚢
展
率
二
%

を
達

成
す
る
た

め
に
は
、
資
本

の
生
産

性
は
五
四
%

(
資
本
係
数
-ム
以
下
)
で
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ

ヨ

は
開
爽
計
書

に
、

で
き

る
だ
け
資
本
設
備
を
節
約

し
そ

の
代
り

に

艸労
働
力
を

多
く
使

つ
て

一
定

の
生
産
敷
果
を
學

げ
う
る
よ
う
な
按

術
を
探
用
す

る
必

要
性

を
物
語

る
も

の
で
あ

る
。

し
か
し
技
術
的

理
由
か
ら
新
投

資

の
生
産
性

二
〇
%

(
資
本
係
数
肘ハ
)
の
投
資

形

態

を
探

用
せ
ざ
る
を
え
な

い
と
し
て
も
、

も

し

こ

の
新

投

資

が

「
外
部
経
濟

の
利
盆
」
を
伸

う
と

い
う
仮
定

が

許

さ

れ

る
な

ら

ば

、
目
標

磯
展

率

二
,%
の
達
成

は
不
可
能

で
な
く
な

る
。
仮

り

に

65

こ

の
外
部

経
濟

の
利
釜

(
既

存

資

本

設

備

の
生
産

性
の
向
上
)

1

が
、
そ

の
新

投
資

の
直
接
的
生
産
成
果

の

一
・
七
倍

で
あ
る
な
ら

H

・
W

・
ジ

y
ガ
ー

「
紹
一濟

嚢
展

の
穣
構

」

ぱ

(
ゆ
○
駅

V〈
μ
・刈
"
G●
ト
駅

)
、
必
要
な
生
産
性

五
四

%

(
8
駅

+
巽

試

)
の
條

件
は
満

足
さ
れ
る
か
ら
で
あ

る
。

人

口
増
加
率

に
つ
い
て
。

r
は

マ
イ

ナ
ス
の
符

號

を
も

つ
て
い

る
が
、
そ
れ
か
ら
直

ち
に
人

口
過
剰

は
脛
濟
爽
展

の
障
害

で
あ

る

と
結
論
す

る

の
は
速
す
ぎ

る
。
決
定

的
な
こ
と
は

い
え
な

い
が
、

人

口
過
剰
が
結
果
的

に
は
経
濟
嚢
展

に
好
影
響

を
與

え
る
可
能
性

を
忘
れ

て
は
な
ら
な

い
。
例

え
ば
そ
れ
が
新
投
資

に
利
用

さ
れ

る

技
術
を
資
本
節
約
的
方
向

に
刺
戟
し

て
、

P
を
檜

大
す

る
機
會
を

作
る
か
ら

で
あ

る
。

ー

一
九

五
〇
、

一
、

三

一
1

し
587




